
初
夏
を
彩
る

ヒ
メ
サ
ユ
リ

町の花
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　　町政スポット

　

▶日　時　８月 26 日 ( 火 )　午後１時 30 分～ 午後３時 30 分
▶会　場　「創遊館」 ホール　▶テーマ　「安心と魅力ある定住環境の促進」
▶申込み　6 月 30 日（月）まで電話で下記へ
　　　　　※質問や意見・提言など、当日発言希望の方はお申込みの際に内容　
　　　　　  をお知らせください。質問や意見は設定テーマ以外でも構いません。
▶問合せ　政策推進課（☎ 67- 2112）

　吉村美栄子知事とともに町づくりの課題などについて意見交換を行う
「知事と語ろう市町村ミーティング in 朝日町」を開催します。
　この機会に、知事と膝を交えながら、地域や生活の課題について話し合
いませんか。多くの皆さまの参加をお待ちしています。

「知事と語ろう 市町村ミーティング in 朝日町」
8
26

参加者募集！

　
国
土
交
通
省
の
交
付
金
事
業
「
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
）」
を
活
用
し
た
優
良
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
、
も
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
実
施
や
評
価
、
改
善
の
段
階
に
お
け
る

優
れ
た
取
り
組
み
を
対
象
に
し
た
「
第
９

回
ま
ち
交
大
賞
」
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、

和
合
地
区
の
取
り
組
み
が
「
創
意
工
夫
大

賞
」 
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た

和
合
小
学
校
閉
校
の
決
定
を
機
に
、
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
始
動
し
た
和

合
地
区
。「
閉
校
を
嘆
く
ば
か
り
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
何
と
か
し
た
い
」

―
―
。
こ
う
し
た
思
い
か
ら
「
和
合
地
域

づ
く
り
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」
と

は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環

境
等
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
で
地
域
社
会
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
平
成
16
年
度
に

創
設
さ
れ
た
制
度
。
25
年
度
は
全

国
５
２
９
市
町
村
、
８
０
９
地
区
が

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
は
、
す
で
に
事
業
が
終
了
し

た
「
完
了
地
区
」
と
、
現
在
事
業
を

実
施
中
の
「
計
画
地
区
」
の
２
部
門

が
あ
り
、
今
年
度
は
前
者
に
12
団

体
、後
者
に
13
団
体
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

全
体
で
は
９
団
体
が
入
賞
し
、
和
合

地
区
の
取
り
組
み
は
計
画
部
門
の
最

高
賞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で
９
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
県
内
自
治
体
が
受

賞
し
た
の
は
当
町
が
初
め
て
。
ま
た

今
回
は
、
朝
日
町
が
東
北
で
の
唯
一

の
受
賞
で
す
。

■建設水道課 建設係  ☎６７－２１１５

和合地区の地域づくり活動が「創意工夫大賞」　　第9回「まち交大賞」
■総合産業課 商工観光係  ☎６７－２１１3

いよいよ敷地造成　総合交流拠点施設
STOP!! 農作業事故

　さくらんぼのシーズンが近づ
き、県内では農作業中の痛まし
い事故が相次いでいます。
　樹園地では高所の作業が多く
なります。焦らず、ゆっくりと無
理のない作業をしましょう。

◆できるだけ複数で作業を
◆滑りにくい靴を着用する
◆高所作業車の操作は特に注意
◆体調管理はしっかり！
　疲れたら無理せず休息を。

疲れたら
休息をとろう !!

■農林振興課 農政係  ☎６７－２１１４

　

和
合
地
内
に
来
年
秋
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
る
「
朝
日
町

総
合
交
流
拠
点
施
設
」
に
つ
い

て
、
こ
の
ほ
ど
、
農
産
物
等
販

売
施
設
や
農
産
加
工
施
設
等
へ

の
出
店
希
望
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
５
月
末
ま
で
に
正
式
な

出
店
申
込
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
予
定
と
し
て
は
、
り
ん
ご
な
ど
の
農

産
物
や
農
産
加
工
施
設
な
ど
、
販
売
す
る
品
物
の
選

定
と
販
売
方
法
を
検
討
し
決
め
て
い
き
ま
す
。

◆
今
後
の
予
定

６
月
中
旬　
…
敷
地
造
成
工
事
の
入
札

　
　
　
　
　

  

終
了
後
間
も
な
く
造
成
工
事
着
工

９
月　
　

  

…
施
設
の
名
称
を
募
集
（
予
定
）

10
月
上
旬  

…
建
物
本
体
工
事
入
札
（
予
定
）

　悲願だった小学校の改築を断念せざるを得なくなり、まさ
に「絶望」のどん底にあった私たちに、『落ち込んでばかりい
られないだろう！」と声をかけてきたのは、白田誠一さんでし
た。「待ってるばかりでは何も変わらない」と地域全体でワー
クショップに取り組んだのが平成 17 年。これをきっかけにし
て地域に再びまとまりが生まれ、希望の光が差しました。
　新しい施設は地域のみんなの思い出がたくさん詰まった旧
校舎の体育館がモデル。新しい「校舎」のもとで、地域がま
すます一つになれることでしょ
う。完成が本当に楽しみです。

　小学校の閉校をきっかけにして始めた地域づくり活動も、
間もなく10 年を迎えます。この間、和合バイパスが開通し、
国道沿いには飲食店や直売所が立ち並んだほか、今後は待望
の地域交流センターや総合交流拠点施設もできます。
　時代は確実に変わっています。閉校を後ろ向きに捉えるの
ではなく、早い段階で前を向いて起こした私たちの行動は間
違っていなかった。今回の賞がまさにそれを物語っています。
　ここまで到達するには様々な紆余曲折がありました。私たち

の想いを引き継いでくれた地域の後
輩の皆さんに心から感謝します。

「閉校。でも前へ」
「自分たちの地域にもっと関心を持ち、元気とにぎわいを生み出そう…」。
小学校の閉校に落胆していた地域住民にこう呼びかけ、地域づくり活
動の基礎を築いた 2 人の元連合区長に受賞の喜びなどを伺いました。

白田 誠一さん（宿）
（12 年度～ 17 年度連合区長）

鈴木 勝昭 さん（沼向）
（18 年度～ 21 年度連合区長）

地域づくりの核となる和合地域交流センターは旧校舎の体育館がモデル。来年２月完成予定

和合地内の建設予定地
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１
月　
二
見
橋
が
永
久
橋
に
架
け
替
え

７
月　
町
広
域
簡
易
水
道
事
業
に
着
手

10
月　
石
須
部
橋
が
完
成

４
月　
豊
龍
神
社
の
大
杉
が
県
天
然
記
念
物
に
指
定

７
月　
町
芸
術
文
化
協
議
会
結
成（
初
代
会
長
…
阿
部
宗
一
郎
氏
）

10
月　
村
山
善
一
郎
氏
が
名
誉
町
民
に

11
月　
旧
北
部
公
民
館
完
成

４
月　
広
域
簡
易
水
道
完
成

７
月　
町
文
化
財
保
護
委
員
会
設
置

９
月　
大
谷
中
学
校
に
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
…
①

10
月　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
日
テ
レ
ビ
中
継
所
完
成

７
月　
送
橋
小
に
町
内
初
の
プ
ー
ル
完
成

８
月　
羽
越
豪
雨
で
最
上
川
大
洪
水
（
被
害
総
額
11
億
円
）

５
月　
左
沢
高
校
朝
日
分
校
体
育
館
完
成

10
月　
熊
谷
謙
三
郎
氏
、
鈴
木
清
助
氏
が
名
誉
町
民
に

12
月　
第
３
代
町
長
に
志
藤
武
志
氏
が
当
選

４
月　
３
保
育
所
認
可
保
育
所
と
な
る

８
月　
第
１
回
上
郷
ダ
ム
祭
り
開
催

９
月　
朝
日
電
報
電
話
局
完
成

10
月　
和
合
地
区
に
果
実
流
通
セ
ン
タ
ー
が
完
成

11
月　
県
道
左
沢
米
沢
線
が
国
道
（
２
８
７
号
）
に
格
上
げ

７
月　
旧
西
部
公
民
館
完
成

３
月　
木
川
分
校
閉
校

５
月　
町
が
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る

11
月　
役
場
庁
舎
お
よ
び
開
発
セ
ン
タ
ー
完
成
…
②

４
月　
西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
が
発
足
…
③

８
月　
中
山
・
三
郷
・
寒
河
江
線
が
県
道
に
格
上
げ

５
月
　
町
民
体
育
館
完
成

10
月　
一
ツ
沢
集
落
閉
村
、
同
分
校
閉
校

39404142434445464748 年

主
な
出
来
事

昭和39年～48年までの主な出来事 生
活
水
準
が
飛
躍
的
に
向
上

　

昭
和
30
年
代
以
降
、
町
で
は

朝
日
川
や
最
上
川
の
水
源
を
利
用

し
た
水
力
発
電
施
設
の
工
事
が
進

み
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
は
高
度

経
済
成
長
期
の
真
っ
只
中
。
工
業

化
の
進
展
に
伴
う
電
気
需
要
の
高

ま
り
が
背
景
に
あ
り
、
一
般
家
庭

で
も
テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫

と
い
っ
た
家
電
製
品
が
急
速
に
普

及
。
人
々
の
生
活
水
準
は
目
に
見

え
て
上
向
い
て
い
き
ま
し
た
。

年
間
予
算
を
上
回
る
事
業
費
で

整
備
し
た
水
道
網

　

こ
う
し
た
現
代
的
な
生
活
に

不
可
欠
な
も
の
の
一
つ
が
水
道

で
す
。
当
町
で
は
昭
和
39
年
７

月
、
現
在
に
至
る
水
道
網
（
朝
日

町
広
域
簡
易
水
道
）
の
敷
設
工

事
に
着
手
し
ま
す
。
計
画
を
報

じ
た
町
報
あ
さ
ひ
第
87
号
（
39

年
２
月
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
総
工

費
は
１
億
２
１
６
０
万
円
（
完
成

後
の
実
績
で
は
１
億
５
７
０
０
万

円
）。
38
年
度
の
当
初
予
算
額
が

１
億
２
７
４
９
万
円
だ
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
大
事

業
だ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
40
年
代
に
は
役
場
庁
舎

お
よ
び
開
発
セ
ン
タ
ー
、
町
民
体

育
館
、
旧
西
北
部
公
民
館
な
ど
の

整
備
も
相
次
ぎ
、
大
型
建
設
事
業

が
続
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
と
雇
用
対
策

　
一
方
、
町
誕
生
以
来
続
く
人
口

減
少
は
一
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
46
年
５
月
、
町
は
国
か
ら
過

疎
地
域
の
指
定
を
受
け
ま
す
。
木

川
分
校
の
閉
校
や
一
ツ
沢
分
校
の

閉
校
、
さ
ら
に
は
両
地
区
の
閉
村

も
こ
の
時
代
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
急
速
な
人
口
減
少
の

背
景
に
は
「
働
く
場
」
の
不
足
が

あ
り
ま
し
た
。
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
当
町
で
は
冬
場
、
農
業
従

事
者
の
多
く
が
現
金
収
入
を
求
め

て
都
市
部
へ
出
稼
ぎ
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
約
半
年
も
の
間
一

家
の
主
が
不
在
に
な
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
教
育
面
な
ど
で
様
々
な

問
題
を
生
ん
で
い
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
じ
た
就
労
の
場
の
確

保
を
課
題
と
し
た
町
は
企
業
誘
致

に
着
手
。
40
年
に
日
東
食
品
（
現

在
の
日
東
ベ
ス
ト
㈱
大
谷
工
場
）

が
、
45
年
に
㈱
朝
日
相
扶
製
作
所

が
、
48
年
に
ア
サ
ヒ
ニ
ク
ニ
（
現

在
の
㈱
ニ
ク
ニ
ア
サ
ヒ
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
操
業
を
開
始
し
、
現
在
も

町
に
根
を
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

町制施行 60 周年を迎える今年度、広報誌では 60 年を 10 年ごとに区切り、各時代の出
来事を 6 回シリーズで振り返ります。第 2 回は昭和 39 年から 48 年までの10 年間です。　　町政スポット

町報あさひ 第 87 号（昭和３９年 2 月発行）

①白山神社祭礼で野試合を披露するスポ少剣士②完成を控えた役場庁舎と開発センター③消防署朝日分署の開署式

広
報
誌
で
振
り
返
る
60
年
の
歩
み

昭
和
39
年
～
48
年

第
２
回

ニット工場で働く女性たち（昭和 45 年）

「800人分を３人で調理」　完全給食が始まった頃…

　町内では昭和 34 年の大谷小
を皮切りに、各小学校で完全給
食が実施されました。町報あさ
ひ 123 号（昭和 42 年 2 月発
行）では、改築された和合小学
校で1月から完全給食が始まっ
たことが伝えられています。「完
全給食 町内にほぼ行きわたる」
――。記事では小林富蔵教育
長が食育の重要性を語り、未
実施の大船木、大暮山、大沼
の３分校についても「できるだ
け早く完全給食にしてあげなけ

ればならん」と意気込みを見せ
ています。
　栗木沢に住む遠藤辰江さん

（81）は町内小学校の元調理師。
昭和 35 年から 20 年間、大谷
小で腕を振るいました。当時を
次のように語ります。
　「大谷小は大谷中と併設で、
調理室は一緒だったんだ。多い
時では生徒と先生を合わせて、
確か 800 人分くらい作ってた。
調理師は 3 人だけでとにかく
忙しく、調理室や校舎の中を

走り回っていた。中学校の女子
は掃除当番に調理室での手伝
いがあって、毎回５～６人が手
伝ってくれた。10 分くらいだっ
たけど本当にありがたかった
な。給食は『おいしい』って言っ
てもらえるのが一番うれしかっ
たね。児童に人気
だったのは砂糖を
まぶした揚げパン。
子どもたちの喜ぶ
表情は今でも忘れ
られないな…」

遠藤 辰江 さん

　昭和 42 年 9 月、「町報あさひ」はタブロイド判（新聞の半分のサイズ）からＢ５判にリニューアルさ
れ、名称も「広報あさひ」に変わりました。この頃から紙面には「郷土の産業」や「明日の郷土を考える」
などのシリーズ特集が毎回組まれるようになり、こうしたスタイルは今も受け継がれています。
　中学校の統廃合や一ツ沢区の閉村を取り上げた48 年11月号（＝右）が全国広報コンクールで特選（１位）
を受賞できたのは、地域課題を町の皆さんとともに考える姿勢が評価されたものと言えます。

「町報」から「広報」に衣替えし、地域課題を共有。広報日本一に輝く
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空気の日朝日町

　「空気の恩恵を人間は忘れている。世界に先駆けてわが町に空気神社を造ろう」と、故白川千代雄氏（松程）が
提唱したのは、昭和 48 年のことでした。その後、自然崇敬の高まりを願い、昭和 63 年に「空気神社建立奉賛会（故
菅井敏夫会長）」が創設され、平成２年、世界に類例のない環境モニュメント「空気神社」が白倉に完成しました。
　町は平成４年３月、世界環境デーの６月５日を条例で「朝日町空気の日」に制定。６月上旬の「空気まつり」や
各種取り組みを通じて、空気の大切さをよびかけるとともに、自然豊かな町を広く発信しています。

町議会6月定例会は

キーワードは「空気」…

「空気に感謝する議会」

　6 月 5 日（世界環境デー）の「朝日町
空気の日」にちなみ、町は昨年度から町
議会 6 月定例会を「空気に感謝する議会」
としています。

　6 月５日から11日にかけて開催された議会では、本会議の
開会前、空気に感謝する姿勢を示した（両手を上げて天を仰
ぎ深呼吸）ほか、議員、町執行部ともに空気神社ネックストラッ
プを着用。机上には町の木「ブナ」の幼木を置き、町をあげて
空気に感謝し、自然環境を大切にする姿勢を発信しています。

　空気が縁で７年前から
毎年空気まつりを訪れて
いる世界的空調機器メー
カーの「ダイキン工業株
式会社（大阪市）」。今年
もまつりが開かれている
7 日に本社や関連会社の社員 13 人が来
訪し、神社で空気清浄機のヒットを祈願
したほか、展示ブースや販促グッズなど
通じ、空気の大切さをよびかけました。
　同社は昨年、神社周辺の環境整備に充
てる費用として 5 年間、町に対する一定
額の寄付を申し出、11 月には神社との
こうしたかかわりを示す看板が神社入口
に設置されました。今回は町と同社関係
者の臨席による正式な除幕式が行われ、
両者が互いの絆と交流を確認しました。

　町ＰＲキャラクター「桃色ウサヒ」の「中の人」
こと、佐藤恒平町情報交流アドバイザーが６月
8 日、空気神社で結婚式を挙行しました。世界
に類を見ない空気神社にとりわけ観光資源とし
ての可能性を感じていた佐藤アドバイザーが、

「神社をＰＲし、もっと活用したい」という熱い
想いの下、将来パッケージとして商品化するこ
とも視野に入れ行ったものです。 
　両手を上げて深呼吸する空気神社の参拝儀礼
のほか、ワイン（朝日町ワイン）やキャンドル
( ハチミツの森キャンドル )、指輪（牧野広大さ
ん／あとりえマサト）や丸太椅子（町青年有志会）
など、様々な部分に「朝日町らしさ」を取り入
れたオリジナルの結婚式は佐藤アドバイザーに、
町ブランド化推進プロデューサーの村尾隆介氏
が協力し実現。村尾氏の紹介による素敵な案内
サインやバイオリン演奏などもあり、新緑に囲
まれた最高のジューンブライドとなりました。

　「巫女の舞」はまつりのメ
インイベントで、毎年たくさ
んのカメラマンが足を運びま
す。今年も宮宿小（和合地区）
児童 7 人が５ｍ四方のステ
ンレスでできた「神殿」上で
舞いを披露しました。

「空気まつり（6/5・7～８）」

「空気神社ウェディング」

空気の恩恵に感謝

新緑に囲まれた結婚式
「深まるダイキン工業(株)との絆」

6月5日は
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６年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 白田怜蘭 ( 大 ) 15 秒 8 関根　萌 ( 宮 ) 佐藤祐里 ( 宮 )
70 ｍＨ 志藤百音 ( 大 ) 12 秒 9 阿部愛実 ( 西 ) 和南城陽奈 ( 宮 )
800 ｍ 関根　萌 ( 宮 ) ２分 51秒 1 佐藤礼華 ( 宮 ) 渡邉志野 ( 宮 )
走幅跳 佐藤祐里 ( 宮 ) ３m60cm 堀　愛姫 ( 大 ) 若月　乃朱（西）
走高跳 阿部花穏 ( 宮 ) １m19cm 長岡結衣 ( 大 ) 松尾彩花 ( 宮 )

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 鈴木優斗 ( 宮 ) 15 秒 1 阿部崇希 ( 西 ) 鈴木智也 ( 西 )
70 ｍＨ 武田航河 ( 大 ) 13 秒 4 菊池翔悟 ( 西 ) 松尾尚記 ( 宮 )
1000 ｍ 阿部崇希 ( 西 ) ３分 44 秒 2 本間秀真 ( 大 ) 長岡　駿 ( 宮 )
走幅跳 太田迪喜 ( 宮 ) ３m33cm 長岡諒虎 ( 大 ) 鈴木優斗 ( 宮 )
走高跳 鈴木登惟 ( 宮 ) １m10cm 清野　洵 ( 宮 )

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 関根　咲 ( 宮 ) 16 秒 6 岡﨑優佳 ( 宮 ) 志藤侑可子 ( 大 )
70 ｍＨ 早坂望未 ( 大 ) 14 秒 8 布施来瑠未 ( 宮 ) 岡﨑優佳 ( 宮 )
800 ｍ 関根　咲 ( 宮 ) ３分 7 秒 1 白川茂果 ( 西 )
走幅跳 志藤侑可子 ( 大 ) ３m35cm 長岡光希 ( 西 ) 村山鮎夏 ( 宮 )
走高跳 遠藤千優 ( 大 ) 　　95cm 鈴木志穂 ( 宮 ) 佐直美羽 ( 宮 )

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
100ｍ 阿部奨悟( 大 ) 15 秒 5 佐竹　柊( 宮 ) 伊藤大翔( 宮 )
70ｍＨ 丹野竜永( 大 ) 14 秒 4 阿部柊太( 宮 ) 布施直輝( 宮 )
1000ｍ 佐竹　柊( 宮 ) ３分 37 秒 鈴木一麻( 宮 ) 渡辺悠月( 宮 )
走幅跳 伊藤大翔( 宮 ) ３ｍ37cm 白田隆太朗( 宮 ) 清野皓太( 宮 )
走高跳 阿部奨悟( 大 ) １ｍ11cm 田中文崇（宮） 堀　俊介 ( 大 )

５
20

町小学生陸上競技記録会

小学５・6 年生が自己ベストに挑み奮闘

　西五百川小グラウンドを会場に、町内 3
小学校の 5・6 年生 115 人が出場しました。
必須種目の 100 ｍ走のほか、走り幅跳び、
走り高跳び、70 ｍハードル、持久走（男子
…1000 ｍ、女子…800 ｍ）の 4 種目の中
から 1 種目にエントリー。それぞれ自己ベ
ストを目指し奮闘しました。

６
１

　町在住のオペラ歌手、今井倭子さんの活動 50 周年記念コン
サートが 6 月1日創遊館で行われました。
　15 年間に及ぶヨーロッパでの活動をはじめ、世界で活躍して
きた今井さんの集大成ともいえるコンサート。第 1部では指導す
る合唱団（コーロ・アウローラ、コーロ・リリコ）とのリサイタル、
第 2 部では今井さんの解説付きのオペラ『フィガロの結婚」で
全15曲を披露。フィナーレでは400人を超える来場者全員で「ふ
るさと」を合唱し、心を一つにして節目を祝福しました。

町在住のオペラ歌手・今井倭子さんの集大成

オペラ活動 50 周年記念コンサート

　５月18 日「水本菜の花観写祭」が開催されました。
　地区内に咲く菜の花が見頃を迎えるこの時期に毎年開催され
ているもので、今回で６回目。満開の菜の花畑の特設ステージ
で「成の原一座（成原千枝代表）」によるフラダンス（＝写真）
や津軽三味線などが披露されると、一心にシャッターを切るカ
メラマンたち。昼食には来場者全員に菜の花とウコギのおにぎ
り、ワラビたっぷりの山菜汁が無料で振る舞われ、菜の花を５
感で堪能しました。

５
18

菜の花を見て、写して、食べて楽しむ

水本菜の花観写祭

　朝日町制施行 60 周年記念事業の一つで町民自主企画補助事
業に採択された「寺フェス’14」 が 5 月 31日、若宮寺（八ツ沼
／登坂盛高住職）にて開催されました。
　昨年初めて開催され大盛況となったこの音楽フェスティバル
は、住職の孫で、都内でフォークシンガーとして活動している
登坂尚高さんが主催。「地元の人たちが音楽と気軽にふれあい、
お寺を身近に感じてほしい」という思いで企画された手作りの
イベントは、ライブ出演者やスタッフ、フードコーナー、アート
の展示にいたるまで尚高さん自らが声掛けをして実現したもの。
山形駅からの往復バスチケット付き前売り券駐車スペースの確
保など交通面も考慮され、参加しやすいよう工夫されています。
　午後 1時から 6 時間半のプログラムには町内外から約 120
人以上が訪れ、様々なジャンルの音楽や登坂高典副住職による
講話を楽しみました。

５
31

お寺がライブハウスに！

寺フェス ’14

▲主催者兼出演者の登坂尚高
さんはフォークソングを披露
◀登坂高典副住職（尚高さん
の父）による講話

▶当日入場者に配られた缶
バッチ。主催者の尚高さん
が一つ一つ手作りした
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皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
！
「
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
と
し
て
今
年
４

月
か
ら
大
沼
で
暮
ら
し
て
い
る
堀
口

隆
生
で
す
。
朝
日
町
に
と
っ
て
は
、

大
槻
春
香
さ
ん（
和
合
地
区
で
活
動
）、

森
太
介
さ
ん
（
西
部
地
区
で
活
動
）

に
続
い
て
３
代
目
の
協
力
隊
員
と
な

り
ま
す
。
町
制
施
行
60
周
年
の
節
目

の
年
に
歴
史
あ
る
大
沼
地
区
で
活
動

で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

着
任
以
来
、
区
内
の
奉
仕
作
業
や

農
作
業
、
そ
れ
に
神
社
や
浮
島
で
の

活
動
や
消
防
団
活
動
と
、
と
て
も
新

鮮
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
、
５
月
５
日
に
行
わ
れ
た
浮
嶋
稲

荷
神
社
の
例
大
祭
で
す
。
区
長
さ
ん

や
宮
司
さ
ん
の
ご
配
慮
で
行
列
に
加

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
装
束
姿

で
背
中
に
担
い
だ
の
は
、
神
社
の
宝

物
で
、
町
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
笈
（
お
い
…
※
）。
武
蔵
坊
弁

慶
が
大
沼
に
立

ち
寄
っ
た
際
に

残
し
た
と
伝
わ

る
も
の
だ
け
に
、

「
万
が
一
壊
し
て

し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」
と
心

の
中
で
は
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
お
祭
り
に
参
加
し
て

以
降
、
地
域
の
一
員
と
し
て
認
め
ら

れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。「
五
感
で

感
じ
、
地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
す
！
」

―
―
。
自
分
自
身
の
活
動
テ
ー
マ
を

心
に
留
め
な
が
ら
１
年
間
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
笈
（
お
い
）
…
修
験
者
（
山
へ
こ
も
っ
て

修
行
を
積
む
者
）
な
ど
が
仏
具
や
衣
類
、
食

器
な
ど
を
入
れ
て
運
ぶ
箱
。

桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

文化財の宝物を担ぐドキドキ体験
朝日町協力隊員（緑のふるさと協力隊員）　堀

ほ り

 口
ぐ ち

 隆
た か

 生
お

( 京都府出身）

　
「
あ
さ
ひ
未
来
塾
」 

助
け
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
―
。

町
教
育
委
員
会
が
平
成
19
年
度
か

ら
３
年
間
実
施
し
た
こ
の
事
業
で

は
、「
み
ん
な
が
集
え
る
場
」
を
作

ろ
う
と
、他
市
町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
の
視
察
や
勉
強
会
、

お
茶
の
み
会
と
称
し
た
サ
ロ
ン
の

試
行
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
「
塾
生
」
を
母
体
と
す
る

「
ぽ
か
ぽ
か
の
会
」
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
た
の
が
「
ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ

ン
」。
こ
の
ほ
ど
運
営
を
始
め
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
５
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
当
初
は
月
２
回
の
開
催

で
し
た
が
、
そ
の
後
毎
週
開
催
と

な
り
、
現
在
は
毎
回
10
～
20
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
一
緒
に
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
る
場
所
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、

お
茶
を
の
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
…
。
特
に
決
ま
り
ご
と
は
な
く
、

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
、
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
サ
ロ
ン
運
営
役
の

一
人
渡
邉
節
子
さ
ん（
送
橋
）。テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
集
ま
る
参
加
者
は

「
常
連
」
さ
ん
が
多
く
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
や
っ
て
き

ま
す
。

　
５
月
27
日
は
毎
月
１
回
の
「
誕

生
会
」。
テ
ー
ブ
ル
に
は
イ
ル
カ
汁

や
ワ
ラ
ビ
の
一
本
漬
け
、
手
作
り

の
ゼ
リ
ー
な
ど
が
並
び
、
５
月
生

ま
れ
の
白
川
は
な
子
さ
ん
（
松
程
）

を
み
ん
な
で
祝
い
ま
し
た
。「
近

所
の
友
達
と
の
お
茶
の
み
も
い
い

け
ど
、
こ
の
サ
ロ
ン
も
楽
し
い
の
。

町
内
い
ろ
ん
な
所
か
ら
集
ま
る
か

ら
、
い
ろ
ん
な
地
区
の
話
が
聞
け

る
し
…
。
た
ま
に
は
外
も
い
い
も

の
で
す
ね
」
と
白
川
さ
ん
。
通
い

始
め
て
３
～
４
年
に
な
る
そ
う
で

す
。

　
「
時
に
は
絵
を
描
い
た
り
毛
糸
を

編
ん
だ
り
、
も
の
作
り
し
た
り
…
。

産
業
ま
つ
り
で
は
こ
こ
で
作
っ
た

も
の
を
販
売
し
ま
し
た
」
と
渡
邉

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
心
が
ぽ

か
ぽ
か
あ
た
た
か
く
な
る
「
ぽ
か

ぽ
か
サ
ロ
ン
」。
気
軽
に
の
ぞ
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

【
ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン
】

▼
曜　
日　
毎
週
火
曜
日

▼
時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

▼
場　
所　
開
発
セ
ン
タ
ー 

和
室

▼
参
加
料　
３
０
０
円

▼
問
合
せ　
健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
　

   

☎
６
７-

２
１
５
６

気軽に集える あたたかい場所

ぽかぽかサロン

　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
、
開
発
セ
ン
タ
ー
の
一
室
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
楽
し
そ
う
な
歌
声
…
。
そ
の
主
は
「
ぽ
か
ぽ
か

サ
ロ
ン
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ぽ
か
ぽ
か
の
会
（
松
尾
正
二

事
務
局
長
）」
が
運
営
し
て
い
る
こ
の
サ
ロ
ン
は
、「
お
年
寄

り
を
は
じ
め
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
を
作
ろ
う
」

と
平
成
21
年
６
月
に
開
設
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
丸
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
の
皆
さ
ん
や
参

加
者
に
こ
れ
ま
で
の
想
い
や
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

白鳳（はくほう）9 年（681）、山岳修験者の役小角 ( えんのお
づぬ）によって発見され、弟子の覚道（かくどう）によって開
山されたと伝わる大沼の浮島。湖上に島々が浮遊する神秘の沼
として古来より注目されていましたが、近世には文人墨客（※）
も訪れ、一躍全国に注目されるようになりました。湖畔には伝
説に富む史跡がたくさんあります。

※…詩文や書画などの風流に親しむ人

今月から「朝日町文化財探訪」が新たにスタートします。「朝日町文化財マップ」に掲載されている 32 点をウサヒのミニ解説とともに紹介します

朝
日
町

探訪化財文
あさひまちおたからたんぼう

大沼の浮島第1回
（湖沼／大正14年指定）

国指定名勝

　ここはとても静かで厳かな場所。深呼吸すると心
が洗われるようで気持ちいいんだ。その爽快感は真
夏に着ぐるみを脱いだときと同じくらいさ！
　沼の中には大きな鯉がたくさん泳いでいるんだ。
湖畔には餌の無人販売もあって、餌付けもできるよ。

◆鯉の餌付けも楽しめるよ！
ウサヒの眼

11
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「ブランド」という言葉を聞くと、「値段が高いもの」と連想する方も多いのでは？

高級バッグやお肉が、その連想に影響していると思いますし、それは間違いではありません。

しかし、実際は「低価格帯のブランド」というものも、世の中には存在します。

高級な＜エルメス＞は紛れもないブランドですが、＜ユニクロ＞だってブランドです。

各価格帯にブランドは存在します。高級品だけがブランドというわけではないのです。

が、私は小さな会社や町に「安い方のブランド」を目指すことを、あまりおすすめしていません。

理由は、さらに安い価格を打ち出してくる会社（町）が、必ず現れるからです。

こうなると利益なき価格競争。利益がなければ好きなことを続けていくことができません。

小さな会社・お店・町におすすめしたいのは、ちょっとだけ高い価格の設定をすることです。

大事なのは「価格を下げるのではなく価値を上げる」という発想です。

利益のためだけではありません。自分たちのビジネスの力を養うためでもあります。

「価格を下げて売る」は、誰にでも思いつくアイデアです。それよりも・・・

「２割増しの価格にしても喜んでもらえるためには、どうしたらいい？」と考える癖を！

この発想が私たちの経営力を高めます。新しい付加価値を生むきっかけにもなります。

朝日町全体の挑戦として“ちょい高”の価格設定をしてみる！ 試してみる価値はあります。

　先月から役場政策推進課内でブランドづくりの相談会を開いて
います。相談料はもちろん無料で、何度でもＯＫ。事前予約は不
要ですが、日時を指定したい場合はあらかじめご連絡ください。
　会社や商店、飲食店や農家の皆さん、ブランド化で売り上げや
利益アップを目指しましょう。この先1カ月の開催は右の通りです。

▶連絡・問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

【会社やお店、農家等のためのブランドづくり相談会】

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
保

健
師
の
木
村
で
す
。

　
間
も
な
く
梅
雨
の
季
節
。
日

よ
け
や
冷
房
な
ど
の
暑
さ
対
策

は
、
少
し
で
も
涼
し
い
今
が
お

す
す
め
。
準
備
万
端
で
夏
本
番

を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　
今
月
は
健
康
教
室
の
ご
紹
介

で
す
。

　
私
た
ち
は
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
お
す

す
め
な
の
が
、
今
年
度
新
た
に

始
め
た「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
教
室
で
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
チ
ー
ム
が
夏

場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
始

め
た
こ
の
運
動
は
、２
本
の
ポ
ー

ル
を
使
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す

る
（
歩
く
）
も
の
で
す
。
足
や

膝
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
上

半
身
も
活
発
に
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
、
全
国
で

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
朝

日
町
で
は
、
今
月
29
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
健
康
ま
つ
り
」

で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
教
室
の
内
容
は
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
運
動
に
限
ら
ず
、
調
理
実
習
、

生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防
の
た

め
の
講
話
な
ど
幅
広
い
内
容
で

す
。
開
催
に
つ
い
て
の
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
や
栄
養
士
が

公
民
館
等
に
お
伺
い
す

る
「
出
張
教
室
」
も
喜

ん
で
お
受
け
い
た
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

☎
67-

２
１
１
６

今月の担当…木村朋恵保健師

ポールを使って歩くノルディックウォーキング

始めてみませんか？
ノルディックウォーキング

派遣職員佐竹主事の

「七ヶ浜通信」

「
七
ヶ
浜
に

ヒ
メ
サ
ユ
リ
登
場
」

注）　　　 →終日　　    →午前のみ　　    →午後のみ

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

「価格を下げる」のではなく、

「価値を上げる」に挑戦しよう！

第２回

日 月 火 水 木 金 土
6/15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 7/1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

　
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
４
月
か
ら

七
ヶ
浜
町
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
佐

竹
佑
斗
で
す
。

　
５
月
下
旬
、
朝
日
町
の
花
ヒ
メ

サ
ユ
リ
を
七
ヶ
浜
の
方
に
も
見
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
が
町
民
の

方
々
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
、
植

栽
20
年
を
超
え
た
大
き
な
花
々
の

プ
ラ
ン
タ
ー
が
七
ヶ
浜
町
役
場
正

面
玄
関
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　
届
い
て
か
ら
数
日
は
つ
ぼ
み
の

状
態
で
、
来
庁
者
も
突
然
現
れ
た

巨
大
な
鉢
植
え
を
物
珍
し
げ

に
見
る
ば
か
り
…
。し
か
し
、

徐
々
に
つ
ぼ
み
が
開
い
て
く

る
と
、
長
く
足
を
止
め
、
見

入
る
方
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

受
付
職
員
の
話
に
よ
る

と
、「
玄
関
に
こ
ん
な
見
事

な
花
が
あ
る
の
っ
て
ス
テ
キ

ね
。
と
っ
て
も
い
い
香
り
で

癒
さ
れ
る
」
と
花
を
手
に

と
っ
て
香
り
を
楽
し
む
お
客

さ
ん
が
多
く
、
中
に
は
球
根
を
お

求
め
に
な
る
方
や
、
わ
ざ
わ
ざ
花

を
見
る
た
め
に
来
庁
す
る
人
も
い

た
そ
う
で
す
。
私
の
も
と
に
も「
花

の
こ
と
を
詳
し
く
教
え
て
」
と
、

た
く
さ
ん
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
七
ヶ
浜
の
町
の
花

は
「
ハ
マ
ギ
ク
」。
わ
ず
か
な
土
に

も
根
を
太
く
深
く
張
り
、
潮
風
に

耐
え
、
清
楚
で
白
い
可
憐
な
花
を

咲
か
せ
る
そ
う
で
す
。
時
期
は
秋
。

今
か
ら
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。七ヶ浜町役場の玄関で来庁者を迎えるヒメサユリ
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みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

５月１日～５月 31日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

西　町　　岡　﨑　莉
り

　緒
お

　　女　　和也・亜美
新　宿　　阿　部　寛

ひろ
　大

と
　　男　　晃典・　瞳　

能　中　　吉　田　悠
ゆ

　真
ま

　　男　　竜也・玲子
小　原　　相　座　莉

り
　子

こ
　　女　　朋樹・かおり

前田沢　　清　野　花
か

　帆
ほ

　　女　　隼次・里紗
大谷四　　白　田　詢

しゅん
　也

や
　　男　　　薫　・美佳

能　中　　海　野　玄
はる

　馬
ま

　　男　　師輝・江利

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年　５月３1日 現在

　人　口 ７，６１８ 人 (＋　5)
　　　男 ３，７６2 人 (－   １)

　　女 ３，８５6 人 (＋   ６)
　世帯数 ２，４８7 世帯 (＋   ６)

------ ５月中の異動 ------
出生 　  ８人 　 転入 １３人
死亡　 　５人    転出 １１人

※（　）内は先月比

（外国人を含む）

区　名 死亡者氏名

本　町　　　藤　原　光　雄　　　昌　子
松　程　　　鈴　木　正　元　　　裕　一
古　槇　　　渡　邉　はるゑ　　　忠　治
中　沢　　　五十嵐　菊　男　　　芳　春
送　橋　　　海　野　多　門　　　和　博
栗木沢　　　白　田　リヤウ　　　美津男

やすらかにObituaries
世帯主名

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

清　野　貴　裕
（四ノ沢）

岩　瀬　涼　子
（飯豊町）

おしあわせにMarriages

部
地
区
に
住
む
者
で
す
。
西
町

の
清
水
ハ
イ
ツ
前
の
道
路
（
町

道
西
町
西
原
線
）
を
よ
く
通
る
の
で

す
が
、
カ
ー
ブ
の
見
通
し
が
悪
く
危

険
で
す
。
カ
ー
ブ
の
内
側
（
東
側
）

に
車
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

清
水
工
業
団
地
側
か
ら
町
立
病
院
側

に
向
か
っ
て
い
る
と
き
に
何
度
か
ヒ

ヤ
リ
と
し
ま
し
た
。

　
駐
車
禁
止
と
注
意
を
呼
び
か
け
る

看
板
を
設
置
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
と
思
い
ま
す
。

指
摘
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど
さ
っ

そ
く
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
箇
所
は
以
前
か
ら
見
通
し
が

悪
く
、
以
前
カ
ー
ブ
の
改
良
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
側
に
豊

龍
公
園
の
急
斜
面
が
迫
る
た
め
、
見

通
し
を
完
全
に
は
確
保
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
今
後

も
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
カ
ー
ブ
付

近
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▼
建
設
水
道
課 

建
設
係

☎
67-
２
１
１
５

西

ご

清
水
ハ
イ
ツ
前
の
カ
ー
ブ
で
何
度
か
ヒ
ヤ
リ
。

注
意
を
呼
び
か
け
る
看
板
が
ほ
し
い

このほど看板が設置された西
町地内の町道西町西原線。豊
龍公園の急斜面（点線内）が
見通しを遮っており、カーブの
先（南側）に車があると危険

　元日本代表の松井大輔選手・駒野友一選手・前田遼一選手を擁する強豪ジュ
ビロ磐田に勝利して、歓喜の瞬間をスタジアムで味わいましょう。
　モンテディオ山形では、来場の先着 1 万人に「スタジアム名物　オリジナ
ルカリーパン」をプレゼントするほか、たくさんのイベントと特典を準備して
います。チケットの購入方法など詳しくはホームページをご覧ください。

【開催概要】
▶日　時　6 月 28 日 ( 土 ) 午後 6 時キックオフ
▶会　場　ND ソフトスタジアム山形（山形県天童市山王１－１）
▶問合せ　モンテディオ山形　☎ 023-666-8882
　　　　　ホームページ…http://www.montedioyamagata.jp/

６/28 のモンテディオ山形ホームゲーム
ジュビロ磐田戦は「県民応援デー」

名物「カリーパン」のプレゼントも

スタジアムに足を運んで応援しよう

「（C）2014 MONTEDIO YAMAGATA」

広報誌でふるさとのぬくもりを
町外在住者の広報誌定期購読を受け付けています。

　「町外に住んでいるけど朝
日町の情報が欲しい」「ふる
さとのぬくもりを感じたい
…」。朝日町では広報誌の定
期購読制度を設け、こうした
声にお応えしています。遠
方にお住いの家族や親類の
方々にぜひご紹介ください。

▶料金　年間 1,680 円
（1ヵ月あたり140 円）
▶申込み　下記へ電話、メー
ル等で申込ください。後日郵
便払込取扱票をお送りします。
▶申込み・問合せ　政策推進課☎０２３７- ６７－２１１２
E-mail　inform@town.asahi.yamagata.jp

2014年5月号



　いま、秋葉山交遊館の敷地内にたくさんの鯉のぼりが泳いでいま
す。美しい緑の中をカラフルな鯉のぼりが泳ぐ姿は一風変わった光
景で、訪れる人たちの目を楽しませています。
　「町誕生 60 周年の思い出として人々の心に刻み、未来への希望に
つなげるイベントをしたいと思いました」――。こう話すのは、昨年
還暦を迎えたばかりの渡辺恵美子さん（大谷五）。還暦を祝うオリジ
ナル鯉のぼりを作り、各家庭に眠っている鯉のぼりとともに掲げる自
主企画「共に歩んだ 60 年！祝 還暦朝日鯉」が先月、町が募集した
町制施行 60 周年を祝う町民企画に採択され、6 月 1 日、オリジナル
鯉のぼりづくりが秋葉山交遊館で開催されました。
　当日は親子連れなど約 50 人が参加。完成後は町の皆さんから提
供いただいた約 60 匹とともに施設周辺に掲げられました。29 日ま
で見ることができますのでぜひご覧ください。

珍しい光景に目が釘付け？

応援に駆け付けたウサヒとの記念撮影。このあとも多く
の親子連れがやってきて鯉のぼりへの色づけを楽しんだ

制作されたオリジナ
ルの鯉のぼり。純白
の状態から色づけさ
れ、言葉が添えられた

新緑を泳ぐ鯉のぼり

　
町
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
始
め
て

か
ら
２
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
事
業
推
進

役
の
村
尾
隆
介
さ
ん
と
多
く
の
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
私
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
じ
め
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
す
る
部
分
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。「
相
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と
、
今
で
き

る
最
高
の
マ
ナ
ー
で
接
す
る
」
―
―
。
著

書
（
あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
な
か
な
か
で
き
な

い
29
歳
か
ら
の
ル
ー
ル
）
で
、こ
れ
を
「
か
っ

こ
い
い
大
人
に
な
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

ル
ー
ル
」
と
し
て
い
る
村
尾
さ
ん
は
、
最
高

に
気
配
り
上
手
な
人
。
感
謝
や
お
礼
の
言

葉
、
相
手
に
対
す
る
敬
意
、
さ
り
げ
な
い

心
づ
か
い
は
お
手
本
そ
の
も
の
で
す
。

　
私
も
よ
く
「
佐
久
間
さ
ん
、
最
高
で
す
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
や
る
気
と
元
気
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ほ
め
ら
れ
て
う
れ
し
く
な

い
人
は
い
ま
せ
ん
。
特
に
そ
の
相
手
が
自
分

に
と
っ
て
大
切
な
人
と
な
れ
ば
、
も
っ
と
頑

張
り
た
く
な
る
も
の
で
す
。

　
社
会
は
す
べ
て
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
か

ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
い
い
仕
事
を
す
る
に

は
、
人
と
し
て
の
魅
力
「
人
間
力
」
も
大
切

で
す
。
町
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
今

後
２
年
間
で
、
村
尾
さ
ん
が
提
唱
す
る
「
気

持
ち
の
い
い
人
」
に
近
づ
け
る
よ
う
、
私
も

自
分
磨
き
に
励
み
ま
す
。 　

 

佐
久
間　
淳

自分磨きで
「気持ちいい人」に

春夏秋冬
編集後記


